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協
会
活
動
状
況

(
特
別

の
記
載

の
な
い
も
の
は
、
す

べ
て
会
場

は
事
務
所
に
お
い
て

)

●
八
月

二
十
七
日

(
月
)

常
任
理
事

会

出
席
者

石
川
、
宗
像
、
狩
野

、
高
畑

、
長

谷
川

。議
題
と
内
容

1

日
高
山
脈
を
守

る
連
絡
協
議
会

道
自
然
保
護
団
体
連
合
の
呼
び

か
け

に
よ
り

当
該
協
議
会
を
設
立
し
て

「
道

々
静
内

、
中
札

内
線

の
開
設
」

の
反
対
運
動
を
進

め
よ
う
と
す

る
気
運
が
あ

る
が
、
本
協
会

は
団
体
連
合

の
加

盟
団
体

で
も
あ
り
そ

の
趣
旨
の
重
要
性

か
ら

み

て
も

、
当
該
協
議
会

の
設
立
世
話
人
と
し

て
、

設
立
趣
意
書

に
名
前
を
連
ね
る
こ
と

は
当
然

で

あ
る
と
し

て
意
見

の

一
致

を
み
た
。

2

第
九
回
北
海
道
自
然
保

護

シ

ソ

ポ

ジ

ウ

ム九
月

一
、
二
日
の
両
日
に
わ
た
り

、
帯
広
市

を
中
心
と
し
て
開
催
さ
れ
る
が

、
当
協
会
よ
り

高
畑
参
与
が
出
席
す
る
こ
と
に
決
定
。

3

自
然
保

護
講

座
の
開
設

担
当

の
高
畑
参
与

か
ら
構
想

の

一
端
が
示
さ

れ
た
が
、
俵

浩
三
氏
の

「
自
然
保
護
史
」
も

取
り
あ
げ
る

こ
と
に
な

っ
た
。

4

自
然

に
親
し
む
会

の
開
催

西
岡
水
源
地
を
中

心
に
十
月
七

、
十
、
十
四

日
の
う
ち
で
開

催
す
る
こ
と
と
し
、
鮫
島
、
高

畑
両
参
与

が
担
当
す

る
こ
と

に
決
定
し
た
。

●
八
月
三
十
日

(木
)

第

三
回
緑
化
工
技
術
シ
ン
ポ

ジ
ウ

ム

日
本
緑
化
工
研
究
会

の
主
催

で
、
積
雪
寒
冷

地
帯

に
お
け

る
自
然
保

護
と
緑

化
技
術
を

テ
ー

マ
と
し

て
自
治
会
館

に
お

い
て
開
催
さ
れ

た
の

で
、
当
協
会

の
会
員

に
も
ひ
ろ
く
受
講
を
呼
び

か
け
た
と

こ
ろ
、
室
蘭

、
苫
小
牧
方
面

か
ら

の

参
加
者
も
含
め

て
多
数

の
会
員
が
参
加

し
た
。

●
九
月
十
日

(
月
)

常
任
理
事
会

出
席
者

石
川
、
八
木

、
新
妻

、
狩
野

、
長

谷
川
、
高
畑
、
大
泰

司
。

議
題
と
内

容

1

知
床

半
島

の
鳥
獣
保
護

に

つ
い
て

本
年
五
月
よ
り
、
道

よ
り
の
受
託
事
業
と
し

て

(
自
然
生
態
系
総
合

調
査
)
知
床

の
調
査
を

担
当
し
て

い
る
大

泰
司
紀
之
氏

が
出

席
、
「
本

年
九
月
十
五
日
よ
り
休
猟
区
が

、
知
床

に
つ
い

て
は
解
除

に
な
る
が
、
知
床

に

つ
い
て
は
引
き

つ
づ

い
て
休
猟

区
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
地

域

で
あ
り
、
地
元
の
斜

里
町
お
よ
び
青

い
海
と

緑
を
守
る
会

(斜

里
町
)

の
二
者
が
要
望
書
を

道
自
然

環
境
保

全
審
議
会
鳥
獣
保
護
部
会

な
ど

に
提
出

さ
れ
て
い
る
が

、
当
協
会
と
し

て
も
知

床
全
区

に

つ
い
て
要
望
す

べ
き

で
は
な

か
ろ
う

か
、
ま
た
、
そ
の
重
要

性
を
現
在

の
調
査

で
痛

感
し

て
い
る
」

旨
提
案
説
明
が
あ
り
、
討
議
の

結
果
、
道

お
よ
び
環
境
庁

あ
て
に
別
記
要
望
書

を
提
出

す
る
こ
と
に
し
た
。

2

日
高
山
脈

を
守

る
連
絡
協
議
会

第

九
回
道
自
然
保
護

シ
ン

ポ

ジ

ウ

ム

に
出

席

し
た
高
畑
参
与

よ
り

、
九
月

二
日
か
ら
発

足

し
た
当
協
議
会

の
規
約

、
会
計

、
割
当
て
さ
れ

た
カ
ソ
バ
目
標
額
三
十
万
円
な
ど

に
つ
い
て
説

明
を
聞
き

、
カ
ン
パ
金

の
目
標
額
は
多
大
に
す

ぎ

る
が
、
全
会
員

に
呼
び

か
け
を
し
、
努

力
し

て
み
る

こ
と
に
な

っ
た

(
一
口
五
〇
〇
円
)
。

3

坂
本
直
行
画
伯

の
山
岳

カ

レ
ソ
ダ

ー

前
記

シ
ソ
ポ
ジ
ウ

ム
の

折

に
、
団

体

連

合

の
運
営
資
金

用
と
し
て
の
カ

レ
ソ
ダ

ー
五
〇
〇

部

(
一
部

一
、
○
○
○
円
)

の
割
当
を
さ
れ
た

が
、
還
付
金

の
措
置
も

な
く

、
消
化

の
た
め
の

労
苦
の
み
賦
課
さ
れ

る
こ
と

で
あ
り
、
昨

年
度

の

一
〇
〇
部
で
も
大
変

で
あ

っ
た
経
緯
も
あ
る

が
、
全
力
を
あ
げ

て
努
力

し
て
み
る
こ
と
と
し

た
。
4

自
然

に
親

し
む
会

西
岡
水
源
地
を
中

心
と
し

、
十
月
十
日

(
水

・
祝
日
)

に
開
催
す

る
こ
と

に
決
定
し
、
報
道

関
係
に
も
ひ
ろ
く
周
知
す

る
こ
と
と
し
た
。

5

そ
の
他

●
九
月
十
三
日

(木
)

「
知
床
半
島

の
鳥
獣
保
護

に
関
す

る
要
望
書
」

を
道

生
活

環
境
部
自
然
保
護
課
長

に
提
出

し
て

意
見
の
交
換

を
し
た
。
石
川
会
長
、
大
泰
司
、

進
藤
が
出
席

。

●
十
月
八
日

(月
)

常
任
理
事

会

出
席

者

八
木

、
狩
野
、
辻
井
、
高
畑

、
長

谷
川
。議
題
と
内
容

1

自
然
保
護
講
座

別
記
内
容

で
進

め
る
こ
と
と
し
、
講
師

に
は

謝
礼
を
考
慮
す

る
と
と
も
に
、
市
外
講
師

に
は

当
然
旅
費
も
加
え

る
こ
と

に
決
定
し
た
。

2

会

誌

新

ス
タ
イ

ル
で
の
発
行
は
、
目
下
の
と

こ
ろ

来
年

の
五
月

に
な
り
そ
う
な
の
で
、
今
年
度
事

業

と
し
て
未
発
行

は
望
ま
し
く
な

い
と
い
う
結

●1



論

に
な
り

、
従
来
の

ス
タ
イ
ル
の
ま
ま

、
三
月

発
行
を

目
標
と
し

て
進

め
る
こ
と

に
な

っ
た
。

3

自
然
保
護

シ
リ
ー
ズ

辻
井
理
事
よ
り
現
状

の
説
明
が
あ

っ
た
が
、

会
誌
と
と
も
に
、
新

し
い
進

め
方

に
つ
い
て
北

大
図
書
刊
行
会

の
人
も
交
え

て
、
近
く
検
討
会

を
開
く
こ
と
に
し
た
。

4

坂
本
直
行
画
伯

の
絵

の
購
入

八
木

副
会
長
が
担
当
し
、
年
内

に
購
入
す

る

こ
と
に
決
定
し
た
。

5

そ

の
他

●
十
月
十
日

(
水
)

「
秋
の
植
物
と
野
鳥

に
親
し
む
会
」
の
開
催

快
晴

に
恵
ま
れ
、
四
十
五
名

の
参
加
者
で
、

予
定
ど
お
り
九
時
に
市
営
バ

ス
停

「
西
岡
水
源

地
」
に
集
合

し
、
植
物

、
野
鳥
担
当

の
先
生
方

を
招
介
し
て
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
。

こ
の
模
様

は
、
途
中

か
ら
バ

ッ
ク
し
た

N
H

K
の
カ

メ
ラ

マ
ソ
の
手

に
よ
り
、
早
速

ヒ
ル
の
T
V

ニ

ュ
ー

ス
で
報
道
さ
れ
た
。

小
川

(北
電
)
、
伴

野
両
ご
夫
妻
を

は

じ

め

と
し
、
女
性
グ

ル
ー
プ

の
ご

一
行

(
コ
ク
ワ
、

山
ブ
ド
ウ
を
み

つ
け
る
の
が
得
意

で
、

一
行
を

喜

こ
ば

し
て
く

れ
ま
し
た
)
、
藻
岩
高

校

の

生

物

部
の
グ

ル
ー
プ

、
東
山
小
学
校
の
グ

ル
ー
プ

も

ま
じ
り

、
植
物
担
当
の
鮫
島

、
高
畑

、
森
田

の
三
氏

、
野
鳥
担
当

の
小
川
、
島

田
両
氏
を
そ

れ
ぞ
れ
中
心
と
し
、
和
気
あ

い
あ

い
に
、
楽

し

い

一
日
と
な

っ
た
。
ま
た
、
途
中

、
口
に
入
れ

る

こ
と

の
で
き
た

コ
ク
ワ
、
山
ブ
ド

ウ
な
ど

の

秋

の
味
覚
は
、
疲
れ
を
忘
れ
さ

せ
る
添

え
も

の

と
な

っ
た
。

●
十
月
十
九

日

(
金
)

常
任

理
事

会

出
席
者

石
川

、
八
木
、
辻
井
、
新
妻

、
狩

野
、
長
谷
川

、
前

田

(
北
大
図
書
刊
行
会
)
。

議

題
と
内
容

1

自
然
保
護

シ
リ
ー
ズ

刊
行
会
案

に
つ
い
て
前
田
氏
よ
り
説
明
が
あ

り
、
そ
れ

に
つ
い
て
討
議

さ
れ
た
。
と
く

に
協

会
が
単

に
関
与
し
た
と

い
う
立
場

だ
け
な
ら
、

対
外
的

に
は
協
会

の
事
業

と
し
て
の
,姿
が

で
な

い
。
ま
た
、
協
会

と
し
て
は
ぜ

ひ
や
り
た

い
事

業

で
あ
る
。
企
業
と
し
て
全
面
的

に
刊
行
会

ぺ

ー

ス
で
進
め
た

い
と
す

る
刊
行
会
と
、
連
け

い

で
き
る
姿

が
な

い
も

の
か
と

い
う

こ
と
が
討
議

の
中

心
で
あ

っ
た
。

そ
の
結
果

、
刊
行
会

の
事
業
と
し
て
全
責
任

(
市
販
す

る
の
で
売
れ
残
り
を
生
ず

る
こ
と
も

考
慮
)
を
も

っ
て
進

め
る
が
、
全
部
が

全
部
刊

行
会

ペ
ー

ス
で
進

め
る
こ
と
な
く

、
協
会

の
努

力
次
第

で
は
両
者
が

一
致

し
う
る
と
き

に
は
協

会
編
と

い
う
形
で
、
と
り
あ
げ

る
こ
と
も
可
能

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
協
会
案
と
刊
行
会
案
と

が

一
致

し
、
協
会
編
と

し
て
も
企
業
的
に
ペ
イ

す
る
と
判
断
で
き

た
と
き

に
は
喜
ん
で
そ

の
線

で
進

め
る
こ
と

は
可
能

で
あ
る
と

い
う

こ
と
に

な

っ
た
。
企
業
性
を
考
え
、
刊
行
会
発
行

で
進

め
る
が

、
と
き

に
よ

っ
て
は
協
会
編
が

あ
り
う

る
と

い
う

こ
と

で
意
見

の

一
致

を
み
た
。

ま
た

、
刊
行
会

ペ
ー
ス
で
進

め
て
も

、
発
行

部
数
が
三
、
○
○
○
部
確
保

で
き

る
な
ら
ば

、

会
員
頒
付
は
、
原
価

程
度

に
す

る
こ
と
も
可
能

で
は
な

か
ろ
う
か
、
ま
た
、
そ
う
し
た

い
も

の

で
あ
る
と

い
う
意
見
も
で
た
。

2

会

誌

市
販
す
る
こ
と
が
前
提

で
あ
る
が
、
売

る

こ

と
を
考
え
す
ぎ

て
本
来

の
会
誌

の
意
義

を
失

う

こ
と

は
避
け
る

べ
き

で
、
本
誌
こ
そ
は
協
会
発

行

で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と

い
う
意
見
統

一
が

さ
れ
た
。
な
お
、
市
販
す
る
た
め
に
は
、
形
も

替
え
、
書
名
も
場
合

に
よ

っ
て
は
替
え

る
必
要

も

で
て
く
る
だ
ろ
う
。
特
集
も
当
然
考
え
ね
ば

な
ら
な

い
。
十

一
月

に
は
、
常
任
理
事

の
ほ
か

に
、
山

口
、
鮫
島

、
高
畑
各
参
与
お
よ
び
前
田

(
北
大
図
書
刊
行
会
)

氏
を
ま
じ
え
て
検
討
会

を
開
く
こ
と
に
し
た
。

3

そ
の
他

●
十
月

二
十
七
口

(
土
)

会
誌
編
集
会
議

出
席
者

辻
井
、
山

口
、
小
川
、
進
藤

。

・
二
月
発
刊
を

メ
ド

に
従
来

の
ま
ま
の

ス
タ
イ

ル
で
会
誌
第
十
九
号
を
編
集
す
る
こ
と
と

し
、

内
容
を
検
討
し
た
。
「
川
」
を
主
題
と

す

る

こ

と

で
意
見

の

一
致

を

み
、
川
と
先
住
民
族
と

の

ふ
れ
あ

い
、
豊
平

川
と
サ
ヶ
、
魚
道

、
石
狩
川

と
鳥

、
魚

の
立
場

か
ら
み
た
川

、
地
図

に
現
わ

れ
た
川
、
川
と
人
間
と

の
か
か
わ
り
方
、

ア
マ

ゾ

ソ

・
ガ
ソ
ジ

ス
河
な
ど
…
そ

の
構

成
内
容

、

原
稿

担
当
者

の
検
討
な
ど
を
重
ね
、
そ
れ
ぞ
れ

分
担

し
て
原
稿
を
依
頼
す
る

こ
と
に
し
た
。

●
十

幽
月
五

日

(
月
)

「
日
高
山
脈
を
守
る
連
絡
協
議
会

」
の
構

成

メ
ソ
バ

ー
の

一
員
と
し

て
、
関
係

諸
団
体

と
足

並

み
を
揃
え
、
北
海
道

土
木
部
道

路
課

お
よ
び

生
活
環
境

部
自
然
保
護

課

の
関
係
者
十
人

に
対

し
～
要
望
な
ら
び
に
意

見
の
交
換

を

行

っ
た

が
、
当
協
会

か
ら
石
川
会
長
が
参
加
し
た
。

●
十

一
月
八
日

(
木
)

「
月
寒

、
精
進
川

の
保
健
保
全
林
整
備
」

に

つ
い
て
市
議
会

に
陳
情

し
て
い
た
が
、
市
議
会

環
境
委
員
会

の
か
た
が
た
と
、
市
側
お
よ
び
協

会

(進
藤
)
、
真
駒
内
環
境
保
全
懇
話
会

(
市

川

、
浜
野
)

側
と
で
現
地
視
察
を
行

っ
た
。

●
十

一
月
十
日
'
(土
)

自

然
保
護
講

座
は

じ
ま

る

第

一
学
期

の
第

一
日
目
と
し

て
、
予
定
ど
お

り
道
婦
人
文
化
会
館

で
行
わ
れ
た
。

●
十

一
月
十

日

(
土
)

来
道
中

の
英
国

ア
バ
デ

ィ
ー
ソ
大
学
の
ギ
ミ

ン
ガ
ム
教
授
を
囲

ん
で
懇
談
会

を

ホ
テ
ル

・
サ

ソ
フ
ラ
ワ
ー
で
行

っ
た
。

出
席
者

石
川
俊
夫
、
及
川
敬

一
、
川
村
静

子
、
狩
野

広
、
紺
谷
友

昭
、
斎
藤
雄

一
、
佐

々
保
雄

、
進
藤

勉

、
島
倉

享
次
郎

、
島
田
明

英

、
高
畑

滋
、
田
川

隆

、
高
橋
延
清

、
高

橋
治
子
、
俵

浩
三
、
新
妻

博

。

(詳
細

は
別
記
)

●
十

一
月
十

七
日

(土
)

坂
本
直
行
画
伯

よ
り

、
「
春

の
大
雪
山
」
(油

絵

・
二
十

一
号
を
)
購
入

、
法
人
化

の
記
念
品

と
し
て
事
務
所

に
飾

る
こ
と
と
し
た
。

■
十

一
月

三
十
日

(
金
)

常
任

理
事
会

出
席
者

石
川

、
八
木
、
辻
井
、
狩
野
、
長

谷
川
、
高
畑

、
鮫
島
。

議
題
と
内
容

1

会

誌

懸
案
事
項

で
あ

っ
た
会

誌
の
進

め
方

に
つ
い

て
、
高
畑
、
鮫
島

両
参
与
も
加

え
、
検
討
し
た

が

、
や
は
り
、
会
誌

は
従
来
ど

お
り

の
姿

で
ア

カ
デ

ィ
ミ
ッ
ク
に
進

め
る
べ
き

で
あ
る
と
し
、

市
販

の
件

は
機
会
あ
る
ご
と
に
十
分
検
討

し

つ

づ
け
る
こ
と
に
し

た
。

2

そ
の
他

2



知
床
半
島
の
鳥
獣
保
護
に
関
す
る

要
望
書

陳
情
書
、
要
望
書

H
N
C
S
第
二
〇
五
号

昭
和
五
十
四
年
九
月
十
三
日

環
境
庁
長
官

上
村
千
一
郎

殿

北
海
道
知
事

堂
垣
内
尚
弘

殿

(社
)
北
海
道
自
然
保
護
協
会

会
長

石
川
俊
夫

要

旨

一
、
糠
真
布
川
～
知
西
別
川
以
北
東

(別
添
に

示
す
区
域
)
全
域
を
昭
和
五
十
五
年
度
を
目

標
に
鳥
獣
保
護
区
に
設
定
す
る
よ
う
要
望
い

た
し
ま
す
。

二
、
同
区
域
を
含
め
、
知
床
半
島

↓
円
の
狩
猟

の
適
正
化
な
ら
び
に
密
猟
防
止
の
た
め
、
鳥

獣
保
護
員
な
ど
の
増
強
等
、
特
段
の
措
置
を

講
ず
る
よ
う
要
望
い
た
し
ま
す
。

理

由

知
床
半
島
は
、
食
物
連
鎖
の
頂
上
に
あ
る
猛

禽

・
ヒ
グ
マ
を
含
め
、
各
種
鳥
獣
が
ワ
ソ
セ
ッ

ト
と
し
て
原
生
に
近
い
形
で
残
さ
れ
て
い
る
わ

が
国
最
後
の
嘘
一
の
地
域
で
、
同
地
域
の
鳥
獣

保
護
の
必
要
性

・
重
要
性
は
論
を
待
た
な
い
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

し
か
る
に
近
年
、
森
林
伐
採
、
そ
れ
に
伴
う

意
見
書
、
回
答
文
書

董雇II量1置塞奮薩塵匿量i量量聾11童董畳聾量量1置11纏1暑聖蟄91奮量1量1lill}量聾1童置匪喜置藍1

河
川

の
荒
廃

、
サ
ヶ
科
魚
類
の
ぞ
上

阻
止

、
道

路
建
設

な
ど

に
よ

っ
て
生
息

環
境
が
悪
化

し
、

同
地
域

の
鳥
獣

の
数
は
著
し
く
減

少

し

ま

し

た
。
と
り
わ
け

こ
の
半
島
の
基
部

に
お
い
て
、

平
地

の
林
は
牧
草

地
化
さ
れ

、
山
林
は
伐
採
さ

れ
、
国
道
二
四
四
号
線
が
横
断
し
た
た
め
に
、

半
島
内

の
陸

生
動
物

は
隣
接
地
域
と
隔
離

さ
れ

て
お
り

、
ひ
と
た
び
狩
猟
圧
や
密

猟
に
よ
り
減

少
す

る
と
移
入

に
よ
る
回
復
が
困
難
な
状
況

に

あ
り

ま
す
。

現
在

、
か
ろ
う
じ

て
動
物

の
豊

か
さ
が
保
た

れ

て
い
る

の
は
、
地
元
の
人
達
が
鳥
獣
保
護

に

力
を

つ
く
し

て
い
る
こ
と

、
お
よ
び

こ
の
地
域

の
大
半
が
知
床

休
猟
区

お
よ
び
標
津
北
部
休
猟

区
に
含
ま
れ
て

い
る
こ
と

に
よ
り
ま
す
。
し
か

し
、
両
休
猟
区
と
も
今
年
九
月
十
五
日
に
廃

止

さ
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ

て
い
る
た
め
、
知
床

に
お
け

る
鳥
獣

の
保
護

対
策

の
緊
急
性

は
非
常

に
高
ま

っ
て
お
り
ま
す
。

と
く

に
、
国
立
公
園
を
含
む
糠
真
布
川
～
知

西
別
川
以
北
東

の
地
域

は
原
始
性
が
最
も
保
存

さ
れ
、
各

種
鳥
獣

の
密
度
が
高
く
、
天
然
記
念

物
で
あ
る
オ
ジ

ロ
ワ
シ

・
シ

マ
フ
ク

ロ
ウ
が
繁

殖
し
て
い
る
と

こ
ろ
か
ら
早
急

な
保
護
対
策

の

確
立
が
要
請
さ
れ
ま
す
。

さ
ら

に
休
猟
区
域
の
廃

止
に
と
も
な

っ
て
知

床
半
島

に
お
い
て
狩
猟
が
開
始
さ
れ
た
場
合

、

船

で
乗
り

つ
け

る
こ
と

の
で
き
る
当
地

に
あ

っ

て
は
、
他

か
ら
来
た

ハ
ソ
タ
ー
に
よ

っ
て
シ
カ

・
オ
ジ

ロ
ワ
シ

・
シ

マ
フ
ク

ロ
ウ
な
ど

に
代
表

さ
れ

る
鳥
獣
が
、
密

猟

に
よ

っ
て
壊
滅
的
打
撃

を
受
け

る
こ
と
が
深
く
憂
慮
さ
れ
ま
す

。

上
記

の
理
由
よ
り
、
知
床
半
島

の
天
然
記
念

物
指
定
鳥
獣

お
よ
び
そ

の
他

の
鳥
獣
類
を
保
護

し
て
い
く
た
め
、
少
な
く

と
も
糠
真
布
川
～
知

西
別
川
以
北
東

の
全
域

に
つ
い
て
は
、
昭
和
五

十
五
年
度

を
目
標
に
鳥
獣
保
護
区

に
設
定
す
る

こ
と
、
お
よ
び
知
床
半
島

一
円

の
狩
猟

の
適

正

化
な
ら
び
に
密
猟
防

止
の
た

め
の
監
視
強
化
を

あ
わ
せ
て
要

望
い
た
し
ま
す
。

□

自

然

保

護

講

座

の

実

施

趣

旨

北
海
道

の
自
然
は
、
道

民
の
み
な
ら
ず
人
類

共
通

の
財
産

と
考
え
る
べ
き
重
要
な
も

の
で
あ

り
ま
す
。

一
方

、
自
然

の
価
値

の
見
直
し
と
適

正
な
活
用

と
は
、
今
後

ま
す
ま
す
重
要
な
問
題

に
な
る
も

の
と
考
え
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

当
協
会

は
、
自
然
保
護

の
重
要
性
を
さ
ら
に

一
層
認
識
し

て
頂
く

べ
く
、
会

員
な
ら
び

に

一

般

の
方

々
を
対
象
に
当
講

座
を
実
施

す
る
も

の

で
あ
り
ま
す
。

場
所

第

一
学
期

は
道
婦
人
会
館

第

二

・
三
学
期

は
日
本
生
命
ビ

ル
九

F

日
時

十

一
月
十

日
～
十

二
月
十
五
日

一
月
十

二
日
～

二
月
十
六
日

の
毎
土
曜
日
、
午
後

二
時
～
四
時

定
員

各
学
期
と
も
三
十
名
。
四
回
を
通

し
て

の
受
講
を
各
学
期
と
も
原
則
と
す
る
。

受
講
料

各

学
期

一
、
五
〇
〇
円

。
た
だ
し

、

全
学
期
を
通
し

て
の
受
講

は
四
、
○
○
○
円

と
す
る
。

.
第

一
学
期
(自

然
保
護

を
進
め
る
た
め
に
)

◇
十

一
月
十
日

(
自
然
保
護

の
歴
史
を
た
ず
ね

て
)
俵

浩
三
氏

・
道
立
野
幌
森
林
公
園
事

務
所
長
。

◇
十

一
月
十

七
日

(
日
本
人

の
自
然
観
と
自
然

保
護

思
想
)

山
本

正
氏

・
前
北
海
道
自
然

保
護

団
体
連
合
代
表

・
当
協
会
参
与
。

◇
十

一
月

二
十
四
日

(
林
業
と
自
然
保
護
)

小

関
隆
棋

氏

・
北
大
農
学
部
教
授
。

◇
十

二
月

一
日

(
自
然
保
護

行
政
に
の
ぞ
む
)

石
川
俊
夫
氏

・
北
大
名
誉
教
授

・
静
修
短
大

教
授

・
当
協
会
会

長
。

・
第
二
学
期

(
世
界
の
自
然
に
学
ぶ
)

◇
十

二
月
八
日

(
ヒ
マ
ラ
ヤ
と

パ
タ
ゴ

ニ
ヤ
)

辻
井
達

一
氏

・
北
大
農
学
部
助
教
授
。
当
協

会
常
任

理
事

。

◇
十
二
月
十

五
日

(北

ア
メ
リ
カ
と
オ

ー
ス
ト

ラ
リ
ヤ
)

八
木
健
三
氏

・
北
大
名
誉
教

授

・

北
星
学
園
大
教
授

・
当
協
会

副
会
長

。

◇

一
月
十

二
日

(
シ
ル
ク

戸
ー
ド
)
新
妻

博

氏

・
道
野
鳥
愛
護
会

副
会
長

・
道
詩
人
協
会

会
長

・
当
協
会

常
任

理
事

。

◇

一
月
十
九
日

(
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
)
井
手
責
夫
氏

北
大
名
誉
教

授

・
北
星
学
園
大
教
授
。

.
第
三
学
期

(道

内
の
自
然
と
そ

の
保
護
)

◇

一
月
二
十

六
日

(道
南

の
観
光
開
発
)
宗
像

英
雄
氏

・
南
北
海
道
自
然
保
護
協
会
会
長

・

当
協
会
副
会
長

。

◇
二
月

二
日

(苫
東
開
発
)
門
脇
松
次
郎
氏

・

苫
小
牧
自
然
保
護
協
会
会
長

。

◇
二
月
九
日

(
釧
路
湿
原
)

上
田
五
郎
氏

・
釧

路
自
然

保
護
協
会
会
長

・
新
庄
久
志

・
釧
路

●σ・3



市
立
郷
土
博
物
館

・
当
協
会

理
事

。

◇
二
月
十

六
日

(大
雪
と
日
高
)
鮫
島
惇

一
郎

氏

・
農
林
水
産
省
林
業
試
験
場

北
海
道
支
場

育
種
研
究
室
長

・
当
協
会
参
与

。

●
自
然
保
護
講
座
の
受
講
希
望
者
名

全
学
期
希
望
者

赤
石
喜
恵
子
、
阿
部
洋
子

、
泉

重
雄

、
伊

藤
幸
男
、
小
野
美
和

子
、
加
藤
哲
男

、
熊
沢
弥

太
郎
、
狩
野

広

、
小
竹
省

二
、
佐

々
木
ち
つ

る
、
佐
川
俊

一
、
佐

山
ひ
ろ
、
杉
本

カ
ヨ
、
杉

野
目
康

子
、
高
崎
秀
己

、
高
橋
圭
二
、
長
谷
川

雄
七
、
林

俊
郎

、
林

隆
良
、
三
木

昇
、

美

田
花
枝

、
八
木
鉱
太
郎
、
山
本
繁

樹
、
山
田

キ
ク
子

、
岡

田
幹
夫
。
(
以
上
二
五
名
)

◇
第

一
学
期
希
望
者

石
本
礼
子

◇
第

一
・
二
学
期
希
望
者

後
藤
範

泰

◇
第

一
・
三
学
期
希
望
者

橋

本
清

司
、
古
川
あ
き
ら

◇
第

二
学
期
希
望
者

小

山
淑
子

、
高
田

繁
、
寺

田
康

道
、
世
渡

美
紀
子

、
荻

千
賀

◇
第

二

・
三
学
期
希
望
者

梅
津
玲
子

、
小
林
秀
樹
、
佐
竹
俊

男
、
高
橋

治
子
、
武
田
ひ
で
き
、
村

野
紀

雄
、
井

上
元
則

◇
第

三
学
期
希
望
者

酒

井
健

二
、
富
川

徹

、
渡
松
章
勝

●
ギ

ミ
ン
ガ

ム
博

士

(
英
国
、

ア
パ
デ

ィ
ー

ン
大
学

植
物
学
教
授
)
を
囲
む
会

高
畑

滋

学
術
振
興
会
招

へ
い
教

授
と
し
て
、
北
大
環

境
科
学
科
伊
藤
浩
司
教
授

の
も
と
に
三
ヵ
月
間

に
わ
た

っ
て
滞
在
し
て
お
ら
れ
た
ギ

ミ
ソ
ガ

ム

教
授
を
囲
む
会

が
、
十

一
月
十
日

に
ホ
テ
ル

・

サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
で
ひ
ら
か
れ
、
十

六
名

の
参
加

が
あ

っ
た
。

ギ

ミ
ソ
ガ
ム
教

授
は
泥
炭
植
生
が
専
門

で
、

滞
在
期
間
中

に
尾
瀬
、
釧
路

、
大
雪
山
、
サ

ロ

ベ

ツ
な
ど
湿
原
を
中

心
に
調
査
旅
行
を
さ
れ
た

が
、
自
然
保
護
問

題
に
つ
い
て
も
活
躍

さ
れ
て

い
る
先
生

で
、
当
協
会

の
人
達
と
話

し
あ

い
た

い
と

い
う
ご
要
望
も
あ

っ
て
、
大
急

ぎ
で
離
道

前
夜

に
実
現

し
た
も

の
で
あ
る
。
ま
ず

、

ス
ラ

イ
ド
で

ス
コ
ッ
ト
ラ
ソ
ド

の
自
然

の
特
徴

に
つ

い
て
解
説
を

し
て
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
自
然
保

護

の
考
え
方
と
体
制

に
つ
い
て
の
説
明
が
あ

っ

た
。

一
定

の
生
物
学
的
特
徴
を
も

ち
、
代
替
性

が

少
な

い
と

か
、

こ
わ
れ
や
す

さ
、
象
徴
的

、

歴
史
性

、
学
術
性
、
位
置
、
大
き

さ
な
ど
を
考

慮

し
て
自
然
保
護
地
区
が
き

め
ら
れ

る
が

、
工

業
開
発
や
農
業
開
発
と
の
調
整

は
、
幅
広

い
階

層

の
人
か
ら
な
る
委
員
会

で
民
主
的

に
検
討
す

る
と

の
こ
と
で
あ

っ
た
。

会
食

し
な
が

ら
の
懇
談
会

で
は
、
会

員
か
ら

も

い
ろ
い
ろ
な
発
言
が
あ
り
、
和
気

あ

い
あ

い

の
う
ち

に
有
意
義
な
意
見
交
流
が
行

わ
れ
た
。

●
会
員
の
移
動

(
入
会
)

東

泰
行
、
安
藤

大
、
石
川
雅
康

、
扇
谷
昌

康

、
大
河
康

隆
、
大
泰
司
紀
之

、
小
嶋
研

二
、

後
藤
ま
さ
、
佐
藤

高
、
佐
山
ひ
ろ
、
渋
沢
雄

二
、
田
中

久
雄
、
武

田
秀
樹

、
中
本
憲
治

、
林

俊
郎
、
藤
島
保
夫

、
電
源
開
発
㈱
北
海
道
支
社

(
退
会
)

五
十

嵐
和
彦

、
石
井

ト
シ
子

、
長
内

力
、
国

井
忠

一
、
古
賀

な
み
子

、
後
藤
鉄
太
郎
、
佐

々

木

周
三
、
佐
藤
信
男

、
高
岡

潤
、
綱

島
洵
子

美
津

子
、
秦

勝

、
リ

ョ
、
浜
川
哲
弥

、
宝
金

新
太

郎
、
前

田

満

●
日
高
山
脈
を
守
る

運
動
に
ご
協
力
を
い
た

だ
い
た
か
た
が
た

石
川
俊
夫
、

八
木
健
三

、
高
畑

滋

、
長
谷
川

雄
七

、
新
妻

博
、
三
浦
久
治

、
井
後

武

、

東

泰
行
、
森
田

勇
、
平

井
剛
夫

、
寺

田
周

史
、
平
野
好
政
、
橋
本
昌
利
、
浦

口
真
左

、
清

流
誠

二
、
斎
藤
正
雄
、
村

山
林
治
郎

、
新
宮
康

生
、
韮
沢
千
代

、
長
谷
川
仁

、
野

沢
勝
弘

、
五

十
嵐
敏
彦
、
橋

本
清

司
、
前

野
正
之

、
松
本

一

和
、
新
谷
光
通

、
水
文
地
質
研
究
所

、
唐
牛
公

平
、
北
村

千
寿
子
、
匿
名
氏

、
田
中
留
蔵

、
高

橋
充
夫
、
吉

田

勝

、
狩
野

宏

、
坂
本
九
郎

陶

三
男
、
汐
川

干
潟

を
守

る
会

、
遠
藤

薫

淡
川
舜
平

、
浦
富

進

、
小
栗

宏
、
平
田
更

一
、
山
田

治

、
島
本
勝
治

、
小
野

洪
、
望

月
達
夫

、
林

和
夫

、
楠
野
好
孝
、
浅
野
勝
彦

西
島
康

三
、
村
井
延
雄

、
松
野
誠
也
、
以
上
五

二
件

、
七
万
四
千
三
百

九
拾
円

(
十

一
月
二
十

二
日
現
在
)

●
新
刊
紹
介

「
北
海
道

・
森
と
林
」
は
、
会
員

鰍
島

惇

一

郎
さ

ん
を
は
じ
め
と
す
る
林
業

試
験
場

の

ス
タ

ッ
フ

の
か
た
が

た
に
よ

っ
て
ま
と

め
ら
れ
た
も

の
で
、
森
林

王
国
北
海
道

を
、
ア
イ

ヌ
民
族
と

森
林

か
ら
パ
イ

ロ
ッ
ト
フ

ォ
レ
ス
ト
に
至
る
ま

で
、
さ
ま
ざ

ま
な
視
点

か
ら
私
達

に
教
え

て
く

れ
る
。
こ
と

に
森
林
を
変
化
す

る
も

の
と
し
て

ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
に
と
ら

え
ら
れ

て
い
る
点

が
特

長
で
あ
ろ
う
。
巻
末
に
は
北
海
道

の
主
要
な
樹

四
五
種
が
図

示
さ
れ

て
い
て
、
ち

ょ

っ
と
し
た

図
鑑
と

し
て
も
使
え

る

(
北
海

道

新

聞

社

・

一
、
二
〇
〇
円
)
。

「
北
日
本
産
樹
木
図
集
」

(
森

邦
彦
著

・
原

直
子
画
)
は
、
主
と
し
て
東
北

地
方
を
中
心
と

し
た
図
鑑
だ
が
、
も

ち
ろ
ん
北
海
道

で
も
十
分

使
え

る
。

こ
と
に
、
そ
の
画
を
担
当
さ
れ
た
原

さ

ん
は
、
日
本
画
の
素
養

の
あ
る

方

だ

そ

う

で
、
近
来

こ
れ
だ
け
の
植
物
画

の
あ

る
図
鑑
は

珍
し

い
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

著
者
は
前

山
形
大
学
農
学
部
教
授
。
自
費
出

版
な
の
で
直
接

、
郵
便
振
替

口
座
名
古
屋
五
六

八
三
九
、
森

邦
彦
宛
申
し
込
む

こ
と

(
発
行

エ
ピ

ス
ヤ
書
店

、
五
、
○
○
○
円
)

「
ソ
ビ

エ
ト
連
邦
の
樹
木
」
は
、
や
は
り
会

員

の
中

田

功

・
前
田

満
さ

ん
の
著
書
で
、

サ
ブ

タ
イ
ト
ル
に
あ

る
よ
う

に
ソ
ビ

エ
ト
連
邦

の
樹

種
、
分
布
、
用
途
が

か
な
り
詳
し
く
記
載

さ
れ
て
い
る
。
樹
種
は
学
名
、
和
名
に

ロ
シ
ヤ

語
名
が
加
え
ら
れ

て
い
る
し
、
分
布
も
、
分
布

範

囲
だ
け

で
な
く
、
谷
沿

い
と

か
、
石
礫
斜
面

と

い
う
よ
う

に
生
育
地
ま
で
記
さ
れ
て
い
る
。

申

し
込
み
は
振
替
小
樽
二
三
八
八
八
、
学
術

図
書
自

主
刊
行
会

・
松
崎
清

一
宛

(連
絡
先

・

林
試
北
海
道
支
場

・
二
、
○
○
○
円
)
。

昭

和

五

十

四
年

十

二

月
十

五

日
発

行

〇
六
〇

札
幌
市
中
央
区
北

[
条
西
七
丁
目

広
井
ビ
ル
五
階

発

行

所

灘
燗

北

海

道

自

然

保

護

協

会

電

話

(〇
一
一
)二
六
一ー
六
五
八
六
(代
)

(〇
一
一
)二
五
一ー
五
四
六
五
(直
)

郵

便

振
替

口
座

小

樽

四
〇

五
五

北
海
道
拓
殖
銀
行
本
店
〇
一
七
二
五
九

北

海

道

銀

行
本

店

一
〇

一
四
四
四

発

行

人

石

川

俊

夫

印

刷

札

幌

印

刷

株

式

会

社
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